
第
二
号
イ
の
表
の
株
式
会
社
タ
ニ
コ
ー
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
重
金
属
工
業
株
式
会
社

三
重
県
津
市
半
田
五
百
六
十
四
番
地
の
一

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
マ
ツ
モ
ト

群
馬
県
太
田
市
金
山
町
三
番
二
号

金
属
プ
レ
ス
加
工

株
式
会
社
タ
ニ
コ
ー

静
岡
県
磐
田
市
南
平
松
五
番
地

金
属
プ
レ
ス
加
工

登
録
番

号

氏
名
又
は
名
称

試
験
検
査
を
行
う
事
業
所
の
所

在
地

試
験
検
査
の

区
分

廃
止
の
日

一
六
六

株
式
会
社
東
洋
検
査
セ
ン

タ
ー

静
岡
県
伊
豆
の
国
市
三
福
二
百

二
十
七
番
地
の
一

理
化
学
試
験

平
成
二
十
二
年
九

月
一
日

平成™™年 月˜�日 金曜日 第œ›——号官 報

住
所
千
葉
県
船
橋
市
北
本
町
１
丁
目
５
番
1
2
`
3
0
5号

劉
暁
兵
昭
和
4
8年
４
月
2
8日
生

井
‘
昭
和
5
0年
７
月
2
3日
生

劉
俊
希
平
成
1
9年

1
2月

1
7日
生

住
所
茨
城
県
水
戸
市
元
吉
田
町
1
9
7
1番
地
１

玄
千
命
昭
和
4
4年
２
月
1
5日
生

住
所
大
阪
府
枚
方
市
春
日
元
町
２
丁
目

3
2番
１
`

2
0
4

号金
真
由
美
昭
和
4
4年
６
月
2
3日
生

住
所
大
阪
府
和
泉
市
鶴
山
台
１
丁
目
2
5番
９
号

李
一
訓
昭
和
5
3年
６
月
１
日
生

李
和
泰
昭
和
5
5年
３
月
2
6日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
中
川
西
２
丁
目
2
5番
３
号

玄
善
斗
昭
和
5
1年
６
月
１
日
生

住
所
東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
２
丁
目
3
4番

1
5号

金
千
惠
昭
和
4
8年
５
月
1
6日
生

住
所
浜
松
市
東
区
半
田
山
６
丁
目
２
番
1
9号

陳
昭
和
6
3年
５
月
1
0日
生

住
所
兵
庫
県
西
宮
市
甲
子
園
九
番
町
1
1番

2
3
`
3
4
0号

Ô
秀
征
昭
和
5
2年
３
月
2
5日
生

住
所
兵
庫
県
芦
屋
市
春
日
町
1
5番
５
`
8
0
7号

洪
龍
太
昭
和
5
1年
２
月
５
日
生

住
所
兵
庫
県
西
宮
市
甲
子
園
高
潮
町
７
番
2
0
`
3
1
0号

徐
明
秀
昭
和
5
6年
７
月
2
0日
生

住
所
兵
庫
県
尼
崎
市
栗
山
町
２
丁
目
1
9番
５
号

尹
仁
美
昭
和
4
9年
３
月
1
4日
生

住
所
兵
庫
県
姫
路
市
北
今
宿
２
丁
目
６
番
4
8
`
2
0
6号

Ô
李
江
昭
和
6
0年
４
月
1
3日
生

住
所
埼
玉
県
蕨
市
北
町
１
丁
目
５
番
５
号

康
昌
泳
昭
和
４
年
２
月
２
日
生

金
春
惠
昭
和
1
4年
８
月
８
日
生

康
眞
弓
昭
和
5
3年

1
1月
１
日
生

住
所
東
京
都
昭
島
市
玉
川
町
２
丁
目
７
番
９
号

金
慶
子
昭
和
2
9年
９
月
2
2日
生

泳
文
昭
和
5
6年

1
1月

2
5日
生

住
所
東
京
都
小
平
市
小
川
町
２
丁
目
2
0
3
6番
地

泳
創
昭
和
5
9年
９
月
2
6日
生

住
所
さ
い
た
ま
市
西
区
大
字
島
根
6
9
5番
地

韓
愛
和
昭
和
5
4年

1
2月

1
5日
生

住
所
山
口
県
下
関
市
長
府
江
下
町
１
番
1
5号

˜
鍾
Ê
昭
和
4
2年
１
月
2
5日
生

住
所
福
島
県
郡
山
市
中
田
町
中
津
川
字
五
Å
蒔

1
1
1番

地安
智
美
昭
和
5
0年

1
2月
５
日
生

住
所
名
古
屋
市
南
区
豊
田
４
丁
目
４
番
2
2号

韓
一
男
昭
和
2
8年

1
1月

1
1日
生

住
所
名
古
屋
市
名
東
区
藤
巻
町
１
丁
目
２
番
地
6
1
9

趙
惠
昭
和
6
2年
７
月
1
0日
生

住
所
三
重
県
志
摩
市
阿
児
町
鵜
方
1
0
4
7番
地
3
2
0

金
博
幸
昭
和
4
0年

1
2月

2
8日
生

住
所
千
葉
県
木
更
津
市
朝
日
２
丁
目
５
番
６
号

Ô
鳳
林
昭
和
3
5年
６
月
3
0日
生

住
所
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
南
２
丁
目

1
4番
４
`

5
0
1

号黄
正
彦
昭
和
3
4年
１
月
1
3日
生

住
所
大
阪
市
東
淀
川
区
西
淡
路
３
丁
目
1
0番
３
号

˜
永
鎬
昭
和
5
6年
５
月
1
8日
生

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
八
十
一
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
十
七
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
八
十
二
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
八
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
十
七
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

第
二
号
の
表
の
今
井
タ
オ
ル
株
式
会
社
の
項
中
「
織
布
運
転
」
を
「
織
布
運
転
、
婦
人
子
供
服
製
造
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
四
十
五
号

薬
事
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を

受
け
た
試
験
検
査
機
関
に
つ
い
て
、
薬
事
法
施
行
規
則
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
試
験
検
査
機
関
の
登
録
に
関
す

る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
試
験
検
査
の
業
務
の
全
部
を

廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
四
十
六
号

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
九
十
三
号
）
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療

養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
第
一
項
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
者
（
平
成
二
十

年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ

ア
バ
タ
セ
プ
ト
（
遺
伝
子
組
換
え
）（
既
存
の
治
療
法
で
は
効
果
が
不
十
分
な
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
患
者
に
投
与
す

る
も
の
に
限
る
。）

ル

パ
ク
リ
タ
キ
セ
ル
（
乳
が
ん
の
患
者
に
投
与
す
る
も
の
に
限
る
。）

ヲ

テ
ム
シ
ロ
リ
ム
ス
（
根
治
切
除
不
能
又
は
転
移
性
の
腎じ
ん

細
胞
が
ん
の
患
者
に
投
与
す
る
も
の
に
限
る
。）

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
四
十
七
号

保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）
第
十
九
条
第
一
項
本
文
及
び

第
二
十
条
第
二
号
ト
並
び
に
保
険
薬
局
及
び
保
険
薬
剤
師
療
養
担
当
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
六
号
）
第

九
条
本
文
並
び
に
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
等
の
取
扱
い
及
び
担
当
に
関
す

る
基
準
（
昭
和
五
十
八
年
厚
生
省
告
示
第
十
四
号
）
第
十
九
条
第
一
項
本
文
、
第
二
十
条
第
三
号
ト
及
び
第
三
十
一
条

本
文
の
規
定
に
基
づ
き
、
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示
事
項

等
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

第
十
第
一
号
中
「
及
び
ダ
ル
ベ
ポ
エ
チ
ン
（
在
宅
血
液
透
析
又
は
在
宅
腹
膜
灌か
ん

流
を
行
っ
て
い
る
患
者
の
う
ち
腎
性

貧
血
状
態
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。）」
を
「
、
ダ
ル
ベ
ポ
エ
チ
ン
（
在
宅
血
液
透
析
又
は
在
宅

腹
膜
灌か
ん

流
を
行
っ
て
い
る
患
者
の
う
ち
腎
性
貧
血
状
態
に
あ
る
も
の
に
対
し
て
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。）及
び
テ
リ
パ

ラ
チ
ド
製
剤
」
に
改
め
る
。

別
表
第
３
に
第
７
部
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
７
部

追
補

_

内
用

薬
品

名
規

格
単

位
（
あ
）

ア
ム
ロ
ジ
ピ
ン
錠
2•
5
„
「
Ｅ
Ｐ
」

2•
5
„
１
錠

ア
ム
ロ
ジ
ピ
ン
錠
５
„
「
Ｅ
Ｐ
」

５
„
１
錠

（
い
）

イ
ミ
ダ
プ
リ
ル
塩
酸
塩
錠
2•
5
„
「
Ｅ
Ｐ
」

2•
5
„
１
錠

イ
ミ
ダ
プ
リ
ル
塩
酸
塩
錠
５
„
「
Ｅ
Ｐ
」

５
„
１
錠

イ
ミ
ダ
プ
リ
ル
塩
酸
塩
錠
1
0
„
「
Ｅ
Ｐ
」

1
0
„
１
錠

š
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